
新型コロナウイルス感染症患者及び無症状病原体保有者の退院基準の一部改正について

令和３年２月２５日から適用新たに、新型コロナウイルス感染症患者の退院基準として、
人工呼吸器等による治療の実施有無で退院基準が区別された。人工呼吸器による治療を行う場合
として③と④が追加された。原則は、①、③、⑤による。

改正後の内容抜粋(改正により追加された基準に下線)
（１）人工呼吸器等による治療を行わなかった場合
① 発症日から10 日間経過し、かつ、症状軽快後72 時間経過した場合
② 発症日から10 日間経過以前に症状軽快した場合に、症状軽快後24 時間経過した後に核酸増幅法又は抗原定量検査（以
下「核酸増幅法等」という。）の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した24 時間以後に再度検体採取を
行い、陰性が確認された場合

（２）人工呼吸器等による治療を行った場合
③ 発症日から15 日間経過し、かつ、症状軽快後72 時間経過した場合
④ 発症日から20 日間経過以前に症状軽快した場合に、症状軽快後24 時間経過した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性
が確認され、その検査の検体を採取した24 時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認された場合
※ ただし、③の場合は、発症日から20 日間経過するまでは退院後も適切な感染予防策を講じるものとする。

また、新型コロナウイルス感染症の無症状病原体保有者については、原則として次の⑤に該当する場合に、退院の基準を
満たすものとする。ただし、次の⑥に該当する場合も退院の基準を満たすものとして差し支えないこととする。
⑤ 発症日から10 日間経過した場合
⑥ 発症日から6日間経過した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した24 時間以後に
再度検体採取を行い、陰性が確認された場合発症日とは、患者が症状を呈し始めた日とし、無症状病原体保有者又は発症
日が明らかでない場合については、陽性確定に係る検体採取日とする。

なお、患者が再度症状を呈した場合や無症状病原体保有者が新たに症状を呈した場合は、症状軽快後に上記の場合に該当
するまで退院の基準を満たさないものとする。

※人工呼吸器等による治療とは、人工呼吸器管理又は体外式心肺補助（ECMO）管理による治療とする。


